
鑢♂
♂皿鑢

誨ぁ 冬仄

輻

膠薇骰膵
社会福祉及び社協の「社」を回案化し、

「手を取ιl合ってB月 るい、しあわせな社会を

建設する姿」を表現しています。

夕魃

令和元年度 事業報告 。決算状況報告 ・・・・・ 。・・

苦情相談窓□ 。各種事業報告他 ・・・・ 。・ 000・
枝幸町地域包括支援センターからのお知らせ・・・・ 。

枝幸町ボランティアセンター情報 。・・ 。・・ 。・・・

2020。 8。  1

屹覺翡鼈軋曖ぽ軋ヅ睾碕褻

詈 髪 響要多

鞣 蒙多
饉濠

懃靡厖辟 骰
慟山

録綺
隆痣

畿
鑽ま多

娑孝孝=ヨ

躁 蓼多

詈

P2～ 5
P6
P7
P8

社会福祉協議会 (略称「社協」)は、昭和26年に制定された社会福祉事業法 (現在の「社会福祉法」)

を根拠として設立されている自主的な民間 (社 会福祉法人)の社会福祉団体です。

「福祉豊かなまちづ<り 」は、特定の人々や機関、団体だけのものではありません。そこに住むすべて
の人々の生命と暮らしを守り高め、共に暮らせるまちづ<り を願うことだと考えます。

社協もそうしたことを願い、様々な人々によって支えられています。
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えさしちょう社協だより

核
靱
颯
颯
鰺
燎
瞼
晰

現
在
、
世
界
中
で
新
型
コ
ロ
す
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
拡
大
し
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
不

安
と
不
便
の
中
で
生
活
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
収
入
の
減
少
や
失
業
等

に
よ
り
生
活
に
困
窮
し
、
日
常
生
活
が
困
難
と

な

っ
て
い
る
世
帯
が
全
国
的
に
も
増
加
し
て
い

る
状
況
で
す
。
こ
の
状
況
が

一
日
も
早
く
収
束

し
、
平
常
の
生
活
が
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
願

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
や

人
□
減
少
に
よ
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
の
増
加
な
ど
で
、

家
族
内
の
見
守
り
や
介
護
機
能
の
低
下
、
生
活

困
窮
、
孤
立
死
、
児
童
や
高
齢
者
ま
た
障
害
者

へ
の
虐
待
や
悪
質
商
法
被
害
な
ど
、
社
会
的
孤

立
や
経
済
格
差
と
貧
困
等
に
起
因
す
る
様
展
な

生
活
課
題
が
現
れ
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
行

に
伴
う
福
祉
課
題
の
深
刻
な
問
題
が
多
様
化
し

て
い
ま
す
。

枝
幸
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
も
、
地

域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
役
割
を
十
分
に

確
認
し
、
枝
幸
町
の
持
つ
社
会
資
源
を
当
社
協

に
集
結
さ
せ
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
行
政
、
福

祉
関
係
機
関
、
関
係
団
体
と
の
連
携
や
協
力
の

も
と
、
住
民
の
安
心

・
安
全
な
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
今
年
度
も
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

法
人
運
営
部
門
に
お
い
て
は
、
社
会
福
祉
法

人
の
適
切
な
運
営
に
向
け
て
随
時
、
理
事
会

・

評
議
員
会
、
各
委
員
会
及
び
部
会
を
開
催
し
、

各
種
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

監
事
の
指
導
の
下
、
経
費
節
減
は
も
と
よ
り
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
つ
つ
、
利
用
者
へ
の
各

種
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け
、
職
員
の
処
遇
改
善

や
各
種
研
修
等
を
通
じ
て
資
質
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
域
福
祉
活
動
部
門
に
お
い
て
は
、
第
５
期
地

域
福
祉
実
践
計
画

「
と
も
に
支
え
合
う
、
安
心

・

安
全

・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
に
、
地
域
に

開
か
れ
た
組
織
と
し
て
、
福
祉
啓
発
活
動

ｏ
生
き

が
い
交
流
事
業
や
関
係
福
祉
団
体
等
へ
の
助
成

・

支
援
、
量
（同
募
金

・
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
へ
の

協
力
、
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設
、
生
活
福
祉
次員

金
貸
付
事
業
等
、
各
種
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
部
門
及
び
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
部
門
に
お
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、
介
護
や
医
療
を
は
じ
め
、
利

用
者
の
意
向
が
最
大
限
尊
重
さ
れ
る
生
活
支
援
を

一
体
的
に
行
う
地
域
包
括
ケ
ア
の
確
立
に
向
け
、

介
護

・
福
祉

・
保
健

・
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関

と
の
連
携
を
は
じ
め
、
個
別
事
案
に
対
し
て
は
、

各
会
議
を
開
催
し
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
向
け
検
討
を
行
う
な
ど
、
各
種
事
業
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
を
安
定
か
つ
継
続
的
に

実
施
す
る
た
め
、
訪
間
介
護
事
業
所
及
び
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
は
経
営
責
任
を
認
識
し
、
自
己
評

価
を
行
い
、
事
故
防
止
、
苦
情
処
理
体
制
の
確
立

に
努
め
る
と
と
も
に
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

当
協
議
会
の
事
業
全
般
の
概
要
に
つ
い
て
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
年
間
を
通
し
た
事

業
の
取
り
組
み
が
概
ね
計
画
通
り
に
推
移
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
役
員
、
評
議
員
並
び
に

町
民
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
支
援
に
よ
る

も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
地
域
の
様
尺
な
福
祉
課
題
に
向
き

合
い
、
住
民
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
実
施
を
目
指
し
て
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

癸
藤
鰺
奉
萬

運
営
や
事
業
経
営
を
行
う
と
と
も
に
、

に
企
画
や
各
部
門
間
の
調
整
な
ど
を

社
協
全
体
の
管
理

（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

あ
た
り
な
が
ら
、
以
下
の
業
務
を
実

し

た
。

④
　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
よ
る
利
用
者
ヘ

の
支
援

・
助
成

⑤
　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

（地
域
福
祉
権
利

擁
護
事
業
）
へ
の
協
力

⑥
　
法
人
後
見
業
務
へ
の
対
応

（受
任
一
補
佐
２
件

・
補
助
１
件
）

４
　
当
事
者
組
織
等
の
活
動
支
援

（
民
生
児
童
委
員

協
議
会

。
身
障
者
福
祉
協
会

・
遺
族
会

・
保
護

司
会

。
子
ど
も
育
成
会

。
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
連
絡

協
議
会

。
在
宅
介
護
家
族
会

・
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会

。
社
会
福
祉
活
動
事
業
等
）

５
　
共
同
募
金
運
動
へ
の
協
力

①
　
赤
い
羽
根
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
推
進

②
　
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー

（枝
幸
地
区
・
歌

登
地
区
）
の
実
施

③
　
歳
末
た
す
け
あ
い
義
援
金
配
分
委
員
会
の
開
催

・
義
援
金
の
配
分

７
　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
、
福
祉
資
金
貸
付
事

業

（離
職
者

・
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
）

８
　
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
振
興
、
支
援

①
　
地
域
福
祉
財
源
の
造
成
、
助
成
事
業
等

②
　
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

（ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ニ
ー
ズ
の
発
掘
、
個
人
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
登
録
）

③
　
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
と
の
連
携

・
支
援

④
　
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
普
及
協
力
校
の
指
定

。
支
援

・
助
成

０
　
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「

業
」
の
実
施

1

ノヽ

□
Ｍ
］

慶

まに本
所
と
支
所
の
連
携

（第
３
回
）
及
び
評
議
員
会

（第
２
回
）
の
開
催

（
第
４
回
）
及
び
決
算
監
査
の
実
施

・
解
任
委
員
会

（第
１
回
）
の
開
催

。
届
出

改
正

の
推
進

の
策
定
及
び
参
加

体
制
へ
の
対
応

ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業
の
受
託
運
営

瞼
伶
咆
録
鰊
睫
鑢
褻

６
　
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

（
両
地
区
月
１
回
）

住

関 み の

丼【「一〈
不

図
る

＜
り
を
目

の
集
い
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

・

ロ
ン
事
業
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ

の
助
成

。
記
念
品
贈
呈

（新
生
児
紙
お
む
つ
贈
呈
事
業
）

タ
ー
管
理
業
務
受
託

に

る
活
動
へ
の

え
あ
い
、

鰺
議

9

“

No4 4 8月 号

今
和
元
年
度

事
業
報

‐告‐‐
一決
算
状
一滉
一報
一薔

「■
一「一「一ｍ
一鰤

１
　
福
祉
課
題
の
把
握

２
　
福
祉
教
育

・
啓
発
活
動

（講
師
派
遣
、
社
協
だ
よ
り
）

（年
３
回
）
支
所
ニ
ュ
ー
ス
⌒月
１
回
）の
発
刊
等

３
　
地
域
支
援
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

①
　
高
齢
者

。
身
障
者
等
の
交
流
事
業
の
実
施

（
ふ
れ

あ
い
運
動
会
、
ふ
れ
あ
い
交
流
会
、
い
き
い
き
交

し

1110987654321

ヒ

枝
幸
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
令
和
元
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、

「六
月
十
一
日

開
催
の
理
事
会
・
六
月
二
十
六
日
開
催
の
評
議
員
会

（書
面
審
議
）
」
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
事
業
内
容
と
と
も
に
会
計
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



鰺
颯
骰
警
言
わ
憂
鑽
鰊
餃
悛
奉
鵞

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
が
可
能
な
限
り
居
宅
に

お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
事
が
で
き
る
よ

う
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
調
整
を
行
い
、
援

助
を
行
う
に
あ
た

っ
て
は
、
保
健
医
療
、
福
祉
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
を
図
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
以
下
の
事
業
を
実
施
し
讀
し
た
。

１
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
運
営

①
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

②
　
地
域
ケ
ア
会
議
の
開
催

③
　
包
括
的

。
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施

（
日
常
的
個

別
指
導

。
相
談
）

④
　
権
利
擁
護
事
業
の
対
応

（虐
待

・
Ｄ
∨
等
の
防
止
、
高

齢
者
の
権
利
擁
護
）

⑤
　
成
年
後
見
制
度
の
啓
発

・
支
援

。
対
応
、
法
人
後
見
業

務
へ
の
対
応

⑥
　
在
宅
医
療

。
介
護
連
携
推
進

（
関
係
機
関
と
の
連
携
会

議
参
加
）

⑦
　
認
知
症
施
策
推
進
へ
の
協
力

（
認
知
症
地
域
推
進
員
と

の
連
携
）

０
　
総
合
相
談

。
支
援
活
動
の
実
施

⑨
　
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
策

定
、
給
付
管
理
）

鰊
忙
筐
餃
伶
雪
‥
奎
熙
零
沐

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
は
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
事
業
者

と
し
て
中
立
性
、
公
共
性
に
配
慮

し
、
事
業
経
営

の

合
理
化
や
改
善

の
た
め
、
自

己
評
価
や
苦
情
処
理
シ

ス
テ
ム
の
整
備
と
共
に
自
ら
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
の

質

の
向
上
に
努
め
な
が
ら
、
以
下
の
事
業
を
実
施

し

ま
し
た
。

１
　
居
宅
介
護
支
援
事
業
の
運
営

①
　
介
護
支
援
総
合
相
談
所
の
運
営

。
相
談
件
数
▼
五
十
三
百
四
十
五
件

②
　
居
宅
介
護
支
援
事
業
の
実
施

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
策
定
、

給
付
管
理
）

・
延
利
用
者
数
▼
千
五
百
二
十
九
名

③
　
要
介
護
認
定
調
査
業
務
実
施

。
調
査
件
数
▼
三
百
十
七
件

④
　
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
の
開
催

（
三
百
八
十
九
回
開
催
　
延
千
三
百
三
十
二
名
参
加
）

⑤
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
制
度
へ
の
対
応

⑥
　
自
己
評
価
の
実
施

２
　
訪
間
介
護
事
業
の
実
施

①
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営

②
　
訪
間
介
護
事
業
の
実
施

。
延
利
用
者
数
▼
四
百
七
十

一
名

・
延
利
用
回
数
▼
三
千
四
百
十
四
回

③
　
介
護
予
防

ｏ
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
実
施

・
延
利
用
者
数
▼
百
三
十
九
名

・
延
利
用
回
数
▼
六
百
五
回

④
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
制
度
へ
の
対
応

⑤
　
自
己
評
価
の
実
施

３
　
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

①
　
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
運
営

②
　
居
宅
介
護
事
業
の
実
施

。
延
利
用
者
数
▼
四
十
二
名

・
延
利
用
回
数
▼
八
百
八
十

一
回

③
　
移
動
支
援
事
業

（
町
受
託
事
業
）
の
実
施

④
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
制
度
へ
の
対
応

⑤
　
自
己
評
価
の
実
施

４
　
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

①
　
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

（
町
受
託
事
業
）

・
利
用
者
数
▼
九
十
九
名

。
延
利
用
回
数
▼
三
千
三
百
八
十
回

②
　
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

（
町
受
託
事
業
）

枝
幸
地
区

。
世
帯
数
▼
七
十
九
世
帯

・
延
世
帯
数
▼
千
六
百
八
十
二
世
帯

・
実
施
日
数
▼
九
十
四
日

。
実
施
時
間
四
百
五
時
間
十
九
分

歌
登
地
区

。
世
帯
数
▼
二
十
七
世
帯

・
延
世
帯
数
▼
七
百
七
十
三
世
帯

。
実
施
日
数
▼
三
十
日

。
実
施
時
間
▼
三
百
十
八
時
間
三
十
分

③
　
安
否
確
認
等
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

（
町
受
託
事
業
）

コ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

枝
幸
地
区

・
利
用
者
数
▼
八
名

・
利
用
回
数
▼
千
三
百
九
十
二
回

歌
登
地
区

・
利
用
者
数
▼
九
名

・
利
用
回
数
▼
三
百
六
十
九
回

老
人
向
住
宅
訪
間
活
動

・
管
理
事
業
の
実
施

（
者
人
向
住
宅
二
棟
　
対
象
者
二
十
四
名
）

④
　
介
護
予
防
支
援
事
業
の
実
施

生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業
の
実
施

（
町
受
託
事
業
）
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えさしるょ多

事業活動計算書

主協だよ

■ |■■■■ ■■■■
■|    ・|   ■・・

'■
|   |  ■■・・・■‐      ‐‐■■ ■■  |‐■ ‐1   11■

‐
・■ |■■■

資金収支計算書

法人合計 (自 平成31年 4月 1日 ～至令和2年 3月 31日 )  (単位 :円 )  法人合計 (自 平成31年 4月 1日 ～至令和2年 3月 31日 ) (単位 :円 )

勘 定 科 目 予 算 (A) 決 算 (3) 差異 (ll〕

会 費 収 入 1,377,000 1,373,200 3,800

寄 付 金 収 入 5,970,000 7,404,910 △  1,434,910

経常経費補助金収入 32,161,000 32,160,911 89

受 託 金 収 人 53,535,000 53,420,819 114,181

301,000貸 付 事 業 収 人 314,000 △  13,000

事 業 収 入 267,000 814,950 ∠ゝ  547,950

負 担 金 収 入 778,000 780,612 △  2,612

介護保険事業収入 51,708,000 52,487,330 ∠ゝ  779,330

‐●: 
―― _ :■ 1‐ 2,6]4,000 2,711,860 ∠ゝ  97,860

受取利息配当金収入 110,000 104,552 5,448

そ の他 の収 入 781,000 783,720 ∠ゝ  2,720

事業活動収入計 149,602,000 152,356,864 △  2,754,864

1人 件 費 支 出 119,715,000 117,811,569 1,903,431

事 業 費 支 出 25,058,000 23,155,811 1,902,189

事 務 費 支 出 4,834,000 4,071,281 762,719

寄 付 金 支 出 3,250,000 3,815,000 ∠ゝ  565,000

貸 付 事 業支 出 400,000 260,000 14()000

共同募全配分今事業支出 3,590,000 3,583,709 6,291

;,1+taaaH 2,790,000 2,784,800 5,200

20,000 20,000

事業活動支出計 159,657,000 155,502,170 4,154,830

事業活動資金収支差額 △  10,055,000 △ 3,145,306 ∠ゝ 6,909,694

施設整備等補助金収人

施設整備等収入計

固定資産取得支出

施設整備等支出計

施設整備等資金収支差額

積十資産取崩収入 2,358,000 2,357,460 540

勢 1入 |その他の活動収入計 2,358,000 2,357,460 540

積 立 資 産 支 出 2,250,000 2,252,007 △  2,007

その他の活動支出計 2,250,000 2,252,007 △  2,007

その他の活動資金収支差額 108,000 105,453 2,547

予 備 費 支 出 100,000

△  10,047,000 ∠ゝ  3,039,853

100,000

△  7,007,147

勘 定 科 日
半年度決算

“

市午E■■■1

・3・

増 減
(A―

-3)

|1会 費 収 益 1,1373,200 1,386,000 ∠ゝ  12,800

寄 付 金 収 益 7,404,910 6,090,469 1,314,441

経常経費補助金収益 32,160,911 32,224,421 ∠ゝ  63,510

受 .七 金 収 益 53,420,819 」8,8｀、7,000 4,533,819

事 業 収 益 814,950 138,950 676,000

負 担 金
'収

益 780,612 845.682 ∠ゝ  65,070

介護保険事業収益 52,487,330 48,135,590 4,351,740

|

|‐
― ―

‐
■

‐ 2,711,860 2,502,850 209,010

I ru t{; 698,650 698,650

|サ
ービス活動収益計 151,853,242 140,210,962 11,642,280

人 件 費

事 業 者

117,610,179 109,357,754 8,252,425

23,155,811 23,157,700 ∠ゝ  1,889

||1事  務  費 4,071,2｀ 、1 4,523,273 ∠ゝ  451,992

寄 付 金 費 用 3,815,000 3,276,410 538,590

共同募金配分金事業費 3,583,709 3,460,614 123,095

助 成 金 費 用 2,784,800 2,797,800 ∠ゝ、 13,000

負 担 金 費 用 20,000 20,000

減 価 償 却 費 1,338,905 1,689,741 ∠ゝ  350,836

国庫補助金等
特別積立金取崩額

∠ゝ 485,000 ∠ゝ  485,000

サービス活動費用計 155,894,685 147,778,292 8,116,393

サービス活動増減差額 △ 4,041,443 どゝ 7,567,330

受取千11き配当金収益 104,552 105,313 ∠ゝ  761

その他の十―ビス活動畑益 85,070 62,460 22,610

サービス活動外収益計 189,622 167,773 21,849

その他のサービス活動外費用

サービス活動外費用計

サービス活動外増減差額 189,622 167,773 21,849

経 常 増 減 差 額 ∠ゝ  3,851,821 ∠ゝ  7,399,557 3,547,736

施設設備革柿助↑収益

特 別 収 益 計

固定資産売却損,処分損

目庫補助金等
特別積立金積立額

特 別 費 用 計

特 別 増 減 差 額

当期 活 動 増 減 差 額 △  3,851,821 △  7,399,557

その他の積立金積立額 ∠ゝ.569os, nrrl nu, uoul

V｀■・
.

／
■
は

‐‐「1贄 ‐ .―

No4 4 8月 号

収

　

　

入

支

　

　

出

負 担 金 文 出

‐施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収

入

支
出

支

出

当期資金収支差額合計

前期末

=‐

払資金残高 48,046,000 48,046,608 ∠ゝ  60ε

当鶴末支払1資金残高 37,999,000 45,006,755 △  7,007,75[

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収

　

　

益

費

　

　

用

，
■
ぜ
メ
活
動
外
増
減
つ
部

収
益

費

用

そ
０
■
●
Ｉ
動
に

，
な
収
支

収

益

費

用

肩‖期繰遺活動増i咸差額 49,136,899 101632,‐962 △  7,496,06〔

当期末操送活動増拭E預 45,285,078 49,233,405 △  3,948,321

次期繰越,1動増減差摯 45,189,141 49,136,899 △  3,947,75(

は、ね鑽瑯
鞣磋珀

巫畿■|



えさしちょう社協だより

I.資産の部
1.流動資産

預 貯 金
稚内信用金庫本ヽて幸支店他4件

事業未収企
未収今
未収収益
立替金

39、 130,731

39,130,731

S,832.629

735

599,110

0

流 動 資 産 合 計 48,563,235

2.固定資産
(1)基本財産

定期預金 2,000,000

基 本 財 産 合 計 2,000,000

(2)そ の他の固定資産
車輛運搬具
器具及び備品

貸付事業等貸付金
退職給付引当資産
ふれあい福祉積立預金
その他の固定資産

109,050

2

135.000

17.6()9,805

60,111,716

0

その他の固定資産合計 77,968,573

Ⅱ.負債の部
1 流動負債

事業未払金
未払費用
職員預り金

固 定 資 産 合 計 79,968,573

1,678,123

607,703

1,270,654

流動負債合 計 3,556,480

2.固定資産

退職給与引当企
その他の同定負債

17,609,805

0

固 定 負 債 合 計 17,609,805

財 産 目 録

(令和2年 3月 31日 法人合計

饂褥飩饂 晰炊藤

貸 借 対 照 表

(令和2年 3月 31日 現在)

陵骰骰炒隆覺炉はずにむ
軍警磯》誦蛛 巡饂饉艤

(単位 :円 )

No 4 4 8月 号「
ヽ
υ

資 産 の 部 負 債 の 部

【流動資産】 48,563,235 【流動負債】 3,556,480

預貯金

事業未収金

未収金

未収収益

立替企

39,130,731

8,832,629

735

599,140

0

事業未払金

未払費用

職員預り金

1,678, 123

607,703

1,270,654

【固定資産】 79,968,573 【|¬ 定負債l 17,609,805

退職給付引当金

その他の固定負債

17,609,805

0

21,166,285

基本財産

定期預金 2,000,000

(その他固定資産) 77,968,573

【基 本 金】

【国庫補助金等
特別積立金】

【その他の積立金I

ふれあい福祉積立金

【次期繰越活動
増減差額】

(う ち当期活動増減差額)

2,000,000

61,666

60,114,716

60,114,716

45,189,141

△3,851,821

申輌運搬具

器具及び備品

貸付事業等貸付金

退職給付引当資止

小れあい福祉
積立資産

その他の固定資産

109,050

2

135,000

17,609,805

60,114,716

0

純資産の部合計 107,365,523

●
社協の自主財源は会費と寄付金等で賄われています。
皆さまのあたたかいご理解をお願いいたします。

@*&'x:

資議準|:察億嬢繭駄 潮 |,|

資 産 合 計 128,5311:808

負  債  合  計 21,166,285

差 引 純 資 産 107,365,523

負債の部合計

総織:1資|||:::瞳 |:1書嬢|:||1鸞

資産の部合計 128,531,808 負債及び純資産の部合計 128,531,808
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えさしちょう社協だより

当事業所では、福祉サービスや弁護サービスに対する利用者の苦情や要望などに適切に対応
するため、苦情相談を受付ける窓□を設置しています。
苦情受付担当者は、利用者から苦情を受付けた場合、苦情解決責任者に報告し苦情の解決に

努めますが、苦情解決に客観性を持たせるために第三者委員を設置して、第三者に助言を求め
たり、話含い|こ立ち会っていただくことができること|こ なっています。
福祉サービスや倉護サービスで気がついたことや改善してほしいこと、また要望や苦|1青 など

がありましたら下記担当者に気軽にご相談ください。

■苦情解決責任者  社協会長
■苦情受付担当者  社協事務局長・担当職員

枝幸3]社会福祉協議会  te1 62-2601 ・ 62-4660 枝幸町社会福祉協議会歌登支所  te1 68-3717
■第二者委員

【枝幸地区】                〔歌登地区】

小竹  弘     62-3963     中鰤  進  68-3132
濱田 一郎     62-4747     中日]良幸  68-3135
村Ш 良子     62-2365     桐原 利彦  68-2072

今和之年度 鶴ヽき等ヽきクラブ が聞催されました∫
6月 19日 (金)う たのばり交流センター歌種において、

いきいきクラブが3か 月ぶりに開催され、 12名 が参加さ
れました。

久しぶりに顔を合わせた参加者の方々は会話を弾ま
せながら楽しい雰囲気の中、3月 に予定していた下半期
の誕生会を行いました。
席を離 し、マスク着用での開催ではありましたが、

皆さん元気なお姿で参加 してくださり楽しい時間を過
ごすことができました。

.|・ |.|■■||― ||・ |‐ |‐ |■|■
|‐――| ■_ ・―~■■

・
~|.―

||‐■・■―・ |――■‐‐・ _■

| | ||― |■ ||||_‐ __.‐ _■_ |― | ・_|. ‐__ ||‐ ■■■|‐| ‐‐_  ..| ■■ ‐ |

...■二・
==■

1■■...
=‐

■ ‐= 三 ■_ 鬱笏悠哲鼈

を断念した次第です。

開催いたしました際は、

に参加・こ
｀
協力のほど

口梨泊小学枚 34.2短

一．
）
′

．

一

ｔ

毎年6月に開催していた「ふれあい

大運動会」ですが、今年度は新型コロナ

ウイルスの流行により、感染防止のた

め中止としました。

社会福祉協議会にとつても大きなイ

ベントであり、沢山の方に参加・ご協力

をいただいておりましたが、新型コロナ

ウイルスの感染リスクを考え、残念なが

υ

・１
●
■

一

′■

ヽ

ρ

0

し上 =ト
9。
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う社協だより

嘔餃蝙鼈蘊憮扮鱚餞

枝幸町社会福祉協議会では、同じ枝幸町に住んでいる65歳以上の高齢者や

障害のある方を対象に、様々な困りごと解決のため活動してくださるボランテ

ィアさん (18歳以上の方)を 常時募集しています !!

例えIず・・・掃除、窓ふき、買い物への同行や代行、草おしιl等々

※ 赳鶉隧聞饉ぶっu、 鐵亀屹膵醗菫撞懸亀謹織なけ。

【お問合せ】 枝幸町社会福祉協議会(保健福祉センター3階 )

ボランティアセンターだヽ62-2601
歌 登 支 所 a68-3717
壼菫鬱|1盤

酵IJ国匡|||ヨ 寺ちしてt
覆■冒

枝幸町地域包括支援センターです!

地上或包括支援センターは、高齢者や家族の相談窓□となつています。

「介護サービスや認知症について知りたい」「一人暮らしの高齢者が心配」など

聞いてみたいことや困つたことがあればご相談<ださい。     は:颯‐.:‐ .:k,

饒儡 蝙 隋 蝙儡黎蟷叩         場 ヒ
枝幸町地域包括支援センターでは、月 1回高齢者を対象に、認知症予防を目的とした

鰊傲隋檄彬躙鰊 を開催しています。

参加者で作った昼食を食べて、休憩をした後、体操やゲームなどを行っていましたが、

コロすの影響もあり3月～5月はお休みしていました。しかし、少しでも “集まれる場・

運動できる場"を、と思いコロす対策をしながら、内容を変えて6月から開催しています。

ヽ

―

―

―

―

―

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ノ

【8月、9月の予防クラブ】     .‐隆
燿晰洟 ‡1鷲

日時 :8月 4[ヨ (火)午前9時～ 11時
 :は玲靡蟷‡

9月 11日 (火)午前9時～ 11時  嘔隋輻
場所 :枝幸町保健福祉センター    ｀

鰊隋
内容 :体操、脳 トレゲーム       緻

※コロす対策のため、||1懇 ||1際||||:魏着翻朦議:‡11轟
||||,難議菫薔魚

)肖毒、検温をしてもらいます。

※送迎はしません。

参加したい方、

興味がある方は、

まで

ご連絡ください。

No44 8月 号
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…雉炒巫1通つ鬱畿けて‡畿社会纏瞳仄魏1遍鶴鏑濯爾審鸞で鏃も亀饉鬱譲す。饉簸飩盪|こつ警験して‡裁饉薩ゃなな識甕へはや文な萱彗《鏃ゝ鼈鮭りており畿す。
驚穂2饉轟飩]囲 ～翁蛉塵輩感躍30置菫蓬のI盪‡機駿鰊と総りでし鼈ので、な辣簑奮せてむヽた電畿験す。

【敬称略】

音   標 山 崎 文 雄 亡き母の香典返しを廃して 7万 円

北 浜 町 西澤 るみ子 亡き夫の香典返 しを廃して 3万 円

本   町 半 田 トヨ子 亡き夫の香典返しを廃して 5万 円

乙 忠 部 高 橋 一 人 亡き母の香典返しを廃して 10万 円

三 笠 町 宮坂 ヨシエ 亡き夫の香典返 しを廃して 5万 円

新 栄 町 片 山 英 文 亡き妻の香典返しを廃して 5万 円

三 笠 町 山 崎 え 人 亡き母の香典返しを廃して 2万 円

三 笠 町 堀 口 征 昭 亡き姜の香典返しを廃して 5万 円

北 栄 町 横 内 悦 子 亡き夫の香典返しを廃して 5万 円

北 浜 町 中 田 圭 一 亡き父の香典返しを廃して 8万 円

歌登 西町 大林 シ ズ子 亡き夫の香典返しを廃して 5万 円

新 栄 町 土 谷 雄 子 亡き夫の香典返 しを廃して 5万 円

幸   町 工藤ふ じの 亡き夫の香典返 しを廃して 5万 円

北 浜 町 福 田 浩 憲 亡き母の香典返しを廃して 5万 円

幸   町 小田切  忠 亡き妻の香典返しを廃して 5万 円

北 浜 町 西垣美津子 亡き夫の香典返しを廃して 5万 円

北 栄 町 赤 坂 孝 洋 亡き義父の香典返しを廃して 5万 円

三 笠 町 福 井 光 雄 亡き兄の香典:】区しを廃して 5万 円

岬   町 秋 元 和 義 亡き母の香典返しを廃して 7万 円

北 浜 町 鳥 浜  浩 亡き義母の香典返しを廃して 5万 円

【敬称略】

歌登南町 三 本 栄 子 転出にあたりお世話になったお礼として 3万 円

【敬称略】

新 栄 町 女 性 部 手 縫 い 清 拭 タ オ ル 枝 幸苑へ  200枚   歌翠園へ  200枚

地域でまえる晰鰤鞣同餘屹鰊贔隧な のご案内
心身の老化は、誰にでも訪れる自然なこと・0・「介護」は他人事ではありません !

この講座で、介護の基本的な知識や技術、“起き上がり"“入浴"“食事"など暮らしの場面で
の介護の工夫を学び、福祉サービスヘの理解を深め、高齢者とその家族が住み慣れた地域で
安心して暮らせる方法について考えてみませんか??

【お問合せ・お申込み】
枝幸町社会福祉協議会 Te1 0163-62-2601(締 め切り9月 18日 (金))

※ ご希望の方はお電話にて「お名前」「ご住所」「電話番号」をお伝えください。
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